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表紙

第64回
定時株主総会 招集ご通知

日 時
　

2022年６月23日（木曜日）
午前10時（午前９時開場予定）

場 所
　

ワールド本社ビル 26階
神戸市中央区港島中町六丁目８番１

新型コロナウイルスの感染拡大に鑑み、株主総会当日のご
出席を検討されている株主様におかれましては、株主総会
当日の流行状況やご自身の体調を十分にご確認のうえ、マ
スク着用などの感染予防に最大限ご配慮いただきますよう
お願いいたします。なお、当日は受付にて検温を実施させ
ていただき、その結果、総会会場への入場をご遠慮願う場
合もございますのであらかじめご了承いただきますようお
願いいたします。
今後の状況変化により、株主総会の運営に大きな変更が生
ずる場合は、当社ウェブサイト（http://corp.world.
co.jp/ir/stock/meeting.html）に掲載させていただきま
す。

　

目 次

第64回定時株主総会招集ご通知 1
株主総会参考書類 3
第１号議案 剰余金の処分の件 3
第２号議案 定款の一部変更の件 4
第３号議案 取締役（監査等委員である者を除

く。）６名選任の件 6
第４号議案 補欠の監査等委員である取締役
　　　　　　１名選任の件 14
事業報告 17
計算書類 44
監査報告 48

　

当日ご出席の株主様へのお土産のご用意はございません。
何卒ご理解賜りますようお願い申しあげます。

　

株式会社ワールド
証券コード：3612
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招集ご通知

証券コード　3612
2022年6月2日

株 主 各 位
神戸市中央区港島中町六丁目８番１

株 式 会 社 ワ ー ル ド
代表取締役　社長執行役員 鈴 木 信 輝

１．日　　時 2022年6月23日（木曜日）午前10時（午前９時開場予定）
２．場　　所 神戸市中央区港島中町六丁目８番１

ワールド本社ビル　２６階
（末尾の株主総会会場ご案内略図をご参照ください。）

３．会議の目的事項
報告事項 １．第６４期（2021年4月1日から2022年3月31日まで）事業報告、連結計算書類並び

に会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
２．第６４期（2021年4月1日から2022年3月31日まで）計算書類報告の件

決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 定款の一部変更の件
第３号議案 取締役（監査等委員である者を除く。）６名選任の件
第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

第６４回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第６４回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。なお、本株主
総会における新型コロナウイルスの感染リスクを避けるため、株主の皆様には、株主総会当日のご来場を見合
わせていただき、書面による議決権行使を行っていただくよう強くご推奨申しあげます。お手数ながら後記の
株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2022年
6月22日（水曜日）午後5時までに到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬　　具
記

－ 1 －
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招集ご通知

４．連結計算書類及び計算書類の一部のインターネットによるご提供について
　法令及び当社定款第13条の２の規定に基づき、連結持分変動計算書、連結注記表、株主資本等変動計
算書及び個別注記表として表示すべき事項につきましては、当社ウェブサイト(http://corp.world.co.jp/
ir/stock/meeting.html)に掲載し、ご提供しております。なお、連結持分変動計算書、連結注記表、株
主資本等変動計算書及び個別注記表は、会計監査人が会計監査報告を、監査等委員会が監査報告をそれぞ
れ作成するに際して、連結計算書類及び計算書類の一部として、あわせて監査を受けております。

以上

　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し
あげます。なお、株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、修正
後の事項を当社ウェブサイト（http://corp.world.co.jp/ir/stock/meeting.html）に掲載させていただきま
す。

－ 2 －
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剰余金の処分の件

第１号議案 剰余金の処分の件

株主総会参考書類

議案及び参考事項

１．期末配当に関する事項
　当社は、配当に関しましては、将来の事業展開に備えた内部留保の充実と当社グループの業績に応じた株主
還元を総合的に勘案して決定することを基本方針としており、次のとおり第64期の期末配当をいたしたいと
存じます。

①　配当財産の種類
　　金銭といたします。
②　配当財産の割当てに関する事項及びその総額
　　当社普通株式１株につき金27円といたしたいと存じます。
　　なお、この場合の配当総額は913,408,245円となります。
③　剰余金の配当が効力を生じる日
　　2022年6月24日といたしたいと存じます。

２．その他の剰余金の処分に関する事項
　また、今後の経営環境を勘案して財務体質の健全化を図ることを目的として、会社法第452条の規定に基づ
き、次のとおり、その他資本剰余金を繰越利益剰余金に振り替えることにより、損失の処理をさせていただき
たく存じます。

①　減少する剰余金の項目及びその額
　　その他資本剰余金　8,595,646,225円
②　増加する剰余金の項目及びその額
　　繰越利益剰余金　8,595,646,225円

－ 3 －
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定款の一部変更の件

第２号議案 定款の一部変更の件

現 行 定 款 変 更 案

（株主総会参考書類等のインターネット開示とみなし提供） （削　　除）
第13条の2　当社は、株主総会の招集に際し、株主総会参考書

類、事業報告、計算書類及び連結計算書類に記載又は表
示すべき事項に係る情報を、法務省令に定めるところに
従いインターネットを利用する方法で開示することによ
り、株主に対して提供したものとみなすことができる。

１．提案の理由
　「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）により、株主総会参考書類等の電子提供制度
が導入されることとなり、当該導入に係る改正規定が2022年９月１日に施行されます。本議案は、株
主総会参考書類等の電子提供制度の導入に備えるため、定款の一部を次のとおり変更するものでありま
す。

① 株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる旨を定款に定めることが義務付け
られることから、変更案第13条の2（電子提供措置等）第１項を新設するものであります。

② 株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる事項のうち、書面交付を請求した
株主に交付する書面に記載する事項の範囲を法務省令で定める範囲に限定することができるようにす
るため、変更案第13条の２（電子提供措置等）第２項を新設するものであります。

③ 株主総会参考書類等の電子提供制度が導入されますと、現行定款第13条の２（株主総会参考書類等
のインターネット開示とみなし提供）の規定は不要となるため、これを削除するものであります。

④ 上記の新設及び削除される規定の効力に関する附則を設けるものであります。なお、本附則は一定期
間の経過をもって自動的に削除するものといたします。

２. 変更の内容
　変更の内容は、次のとおりであります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下線部分は変更箇所を示しております。）

－ 4 －
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定款の一部変更の件

現 行 定 款 変 更 案

（新　　設） （電子提供措置等）
第13条の２　当社は、株主総会の招集に際し、株主総会参考書

類等の内容である情報について電子提供措置をとる。
２ 当社は、電子提供措置をとる事項のうち法務省令で定め
るものの全部又は一部について、議決権の基準日までに
書面交付請求をした株主に対して交付する書面に記載す
ることを要しないものとする。

（新　　設） （附則）
　　１ 2022年3月31日に終了する事業年度に関する定時株主

総会の決議による変更の前の定款第13条の2（株主総会
参考書類等のインターネット開示とみなし提供）の削除
及び当該変更後の定款第13条の2（電子提供措置等）の
新設は、2022年９月１日から効力を生ずるものとす
る。

２ 前項の規定にかかわらず、2022年９月１日から６ヵ月
以内の日を株主総会の日とする株主総会については、同
項に規定する変更の前の定款第13条の2（株主総会参考
書類等のインターネット開示とみなし提供）は、なお効
力を有する。

３ 本附則の規定は、2022年９月１日から６ヵ月を経過し
た日又は前項の株主総会の日から３ヵ月を経過した日の
いずれか遅い日をもって、自動的に削除する。

－ 5 －
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取締役（監査等委員である者を除く。）6名選任の件

第３号議案 取締役（監査等委員である者を除く。）６名選任の件

候補者
番　号 氏　　名 現在の当社における地位及び担当 取締役会

出席状況

1
かみ
上

 

 
 

 
やま
山

 

 
 

 
けん
健

 

 
 

 
じ
二 再 任

　
代表取締役　会長 14回／14回

（100％）

2
すず
鈴

 

 
 

 
き
木

 

 
 

 
のぶ
信

 

 
 

 
てる
輝  再 任

　
 代表取締役　社長執行役員 14回/14回

（100%）

3
はた
畑

 

 
 

 
さき
崎

 

 
 

 
みつ
充

 

 
 

 
よし
義 再 任 取締役 14回／14回

（100％）

4
いち
一

 

 
 

 
じょう
條

 

 
 

 
かず
和

 

 
 

 
お
生 再 任 社 外 独 立

　
取締役 14回／14回

（100％）

5
すず
鈴

 

 
 

 
き
木

 

 
 

 
まさ
政

 

 
 

 
ひと
士 再 任 社 外 独 立

　
 取締役 14回／14回

（100％）

6
さ
佐

 

 
 

 
とう
藤

 

 
 

 
ひで
秀

 

 
 

 
や
哉 再 任 社 外 独 立

　
 取締役 14回／14回

（100％）

　本総会終結の時をもって、取締役（監査等委員である者を除く。以下、本議案において同じ。）６名全員が
任期満了となります。つきましては、任意の指名・報酬委員会の推薦を経て、取締役会の決定に基づき下記の
取締役６名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案について、監査等委員会において検討がなされましたが、いずれの候補者も適任である旨の意
見を得ております。

　取締役の候補者は次のとおりであります。

－ 6 －
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取締役（監査等委員である者を除く。）6名選任の件

候補者
番　号

氏　　名
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

1

再 任

かみ
上

 

　
やま
山

 

　
けん
健

 

　
じ
二

(1965年５月19日生)

    1988年    4 月 株式会社住友銀行（現 株式会社三井住友銀行）入行
    2001年    6 月 株式会社ジャック（現 株式会社カーチスホールディン

グス） 代表取締役社長
    2003年    3 月 株式会社長崎屋 代表取締役社長
    2009年    3 月 株式会社ＧＡＢＡ 代表取締役社長
    2012年    12月 株式会社ぐるなび 取締役副社長執行役員
    2013年    12月 当社入社
    2013年    12月 当社常務執行役員ＣＯＯ補佐
    2014年    6 月 当社常務執行役員ＣＯＯ（最高執行責任者）
    2015年    4 月 当社代表取締役 社長執行役員
    2020年    5 月 株式会社ナルミヤ・インターナショナル 取締役（現

任）
    2020年    6 月 当社代表取締役会長（現任）

取締役会への出席状況  14回／14回（100％）

所有する当社株式の数  670,943株

取締役候補者とした理由

上山健二氏は、長年、各社の経営に携わり、また当社入社後は、COO
補佐、COO、社長執行役員、代表取締役会長として重要な役割を担っ
ており、強いリーダーシップのもと当社の業績を向上させました。当
社の更なる成長を牽引するべく、引き続き当社取締役として選任をお
願いするものです。

　各候補者の略歴等は次のとおりであります。

－ 7 －
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取締役（監査等委員である者を除く。）6名選任の件

候補者
番　号

氏　　名
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

2

再 任

すず
鈴

 

　
き
木

 

　
のぶ
信

 

　
てる
輝

(1974年８月23日生)

    1999年    3 月 アンダーセン・コンサルティング(現アクセンチュア)
株式会社入社

    2004年    9 月 株式会社ローランドベルガー入社
    2010年    5 月 株式会社企業再生支援機構入社
    2012年    2 月 株式会社ボストンコンサルティング・グループ入社
    2012年    9 月 当社入社
    2014年    6 月 当社執行役員 SPARCS推進室 室長
    2015年    4 月 当社常務執行役員 構造改革本部 本部長
    2015年    10月 当社常務執行役員 構造改革本部 本部長

兼 国際本部 本部長
    2017年    4 月 当社グループ専務執行役員

グループ企画本部管掌
兼 D-GROWTH戦略本部管掌

    2018年    4 月 当社グループ専務執行役員
グループ戦略統括
兼 グループ企画本部管掌
兼 D-GROWTH戦略本部管掌

    2020年    6 月 当社代表取締役 社長執行役員（現任）

取締役会への出席状況  14回／14回（100％）

所有する当社株式の数  295,189株

取締役候補者とした理由

鈴木信輝氏は、当社入社後執行体制の中核メンバーとして、戦略の策
定と遂行を通じて結果を出し続けてまいりました。当社グループの戦
略と合致した知見を十二分に備えながら、その決断力をもってコロナ
禍での構造改革にもリーダーシップを発揮してきた人材であります。
当社グループが先進的企業であり続けるために、お客様のニーズに対
応しながら、ファッション産業に貢献するべく、引き続き当社取締役
として選任をお願いするものです。

－ 8 －
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取締役（監査等委員である者を除く。）6名選任の件

候補者
番　号

氏　　名
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

3

再 任

はた
畑

 

　
さき
崎

 

　
みつ
充

 

　
よし
義

(1963年２月４日生)

    1987年    3 月 旧株式会社ワールド入社
    1991年    6 月 同社取締役
    1996年    6 月 同社専務取締役 人事本部 本部長
    1999年    6 月 同社執行役員 第二世代ミドルミックスグループ

グループ長
    2002年    6 月 同社WEL スポーツカジュアルグループ グループ長
    2008年    4 月 当社WEL 企画戦略推進部 部長
    2013年    6 月 当社執行役員 経営支援本部 副本部長
    2017年    6 月 当社取締役（現任）

取締役会への出席状況  14回／14回（100％）

所有する当社株式の数  225,743株

取締役候補者とした理由

畑崎充義氏は、当社の事業から人事、管理にいたる幅広い豊富な経験
に加えて、業界団体やディベロッパーなどの対外的活動、渉外活動に
伴い各種団体での役職に就任し、幅広い人脈を有しております。当社
グループ及びファッション産業の発展に貢献するため、引き続き当社
取締役として選任をお願いするものです。

－ 9 －
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取締役（監査等委員である者を除く。）6名選任の件

候補者
番　号

氏　　名
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

4

再 任 社 外  独 立

いち
一

 

　
じょう
條

 

　
かず
和

 

　
お
生

(1958年10月13日生)

    1988年    4 月 日本学術振興会特別研究員
    2001年    4 月 一橋大学 社会学部 教授
    2005年    3 月 株式会社シマノ 社外取締役（現任）
    2015年    6 月 株式会社電通国際情報サービス 社外取締役（現任）
    2017年    6 月 ぴあ株式会社 社外取締役（現任）
    2018年    1 月 当社取締役（現任）
    2018年    4 月 一橋大学大学院経営管理研究科国際企業戦略専攻

専攻長 教授
2022年    4 月 IMD教授（現任）

取締役会への出席状況  14回／14回（100％）

所有する当社株式の数  2,180株

社外取締役在任期間 ４年5ヶ月

社外取締役候補者とした
理由及び期待される役割

一條和生氏は、長年、社会学の研究に携わり、特に国際企業戦略及び
知識創造理論に基づいた企業変革に関する極めて高度な専門知識を有
しておられ、上場企業の社外役員の経験も豊富であり、また、過去に
当社のアドバイザリーボードに就任され、当社の業容や状況に精通さ
れております。同氏は、2018年1月より取締役に就任し、当社経営に
関与しておりますが、引き続き、上場企業の社外役員としての豊富な
経験と高い知見を活かして当社経営へのアドバイス及び監督をいただ
き、当社の企業価値向上に貢献いただくことを期待し、当社の社外取
締役として選任をお願いするものです。なお、過去に社外役員となる
こと以外の方法で会社の経営に関与された経験はありませんが、上記
の理由により、社外取締役として職務を適切に遂行いただけるものと
判断しております。

－ 10 －
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取締役（監査等委員である者を除く。）6名選任の件

候補者
番　号

氏　　名
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

5

再 任 社 外 独 立

すず
鈴

 

　
き
木

 

　
まさ
政

 

　
ひと
士

(1957年９月９日生)

    1980年    4 月 キリンビール株式会社入社
    2005年    4 月 同社 酒類営業本部 企画部 担当部長
    2006年    3 月 同社 国内酒類カンパニー 企画部 主幹
    2007年    3 月 キリンビバレッジ株式会社出向 経理部長
    2008年    3 月 同社 執行役員 経営企画部長
    2009年    3 月 同社 取締役 経営企画部長
    2012年    3 月 キリンホールディングス株式会社 取締役 ＣＦＯ
    2013年    1 月 キリン株式会社 取締役
    2014年    3 月 キリンホールディングス株式会社 常勤監査役

キリン株式会社 監査役
    2018年    6 月 株式会社ジャックス 社外取締役 （現任）

株式会社エイジス 社外取締役 （現任）
当社取締役 （現任）

取締役会への出席状況  14回／14回（100％）

所有する当社株式の数  2,180株

社外取締役在任期間  ４年

社外取締役候補者とした
理由及び期待される役割

鈴木政士氏は、長年、日本を代表する飲料メーカー企業で、主として
経理、経営企画業務に携わり、取締役経営企画部長、取締役CFOを歴
任されて、組織や経営管理に関する経営における豊富な経験に基づく
高い見識を有しておられます。同氏は、2018年6月より取締役に就任
し、当社経営に関与しておりますが、引き続き、経理・財務や会社経
営に関する高い知見を活かして当社経営へのアドバイス及び監督をい
ただき、当社の企業価値向上に貢献いただくことを期待し、当社の社
外取締役として選任をお願いするものです。

－ 11 －
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取締役（監査等委員である者を除く。）6名選任の件

候補者
番　号

氏　　名
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

6

再 任 社 外 独 立

さ
佐

 

　
とう
藤

 

　
ひで
秀

 

　
や
哉

(1963年５月21日生)

    1987年    4 月 日本アイ・ビー・エム株式会社入社
    2001年    3 月 株式会社セールスフォース・ドットコム入社
    2005年    4 月 株式会社ザ・ヘッド 取締役社長
    2006年    3 月 株式会社テラスカイ 代表取締役社長（現任）
    2012年    8 月 TerraSky Inc. ＣＥＯ（現任）
    2013年    10月 株式会社サーバーワークス 社外取締役
    2014年    5 月 株式会社スカイ 365 代表取締役社長
    2016年    3 月 株式会社ＢeeＸ 代表取締役社長
    2016年    8 月 株式会社キットアライブ 取締役
    2016年    10月 株式会社スカイ 365 取締役（現任）
    2017年    8 月 株式会社ＢeeＸ 取締役
    2019年    3 月 株式会社テラスカイベンチャーズ 取締役（現任）
    2019年    5 月 株式会社Cuon 取締役（現任）
    2019年    6 月 当社取締役 （現任）
    2019年    6 月 株式会社Quemix 取締役（現任）
    2019年    12月 Terrasky Thailand co., ltd. 代表取締役社長
    2020年    2 月 Terrasky Thailand co., ltd. 取締役（現任）
    2021年    1 月 株式会社リベルスカイ 取締役（現任）
    2021年    2 月 株式会社テラスカイ・テクノロジーズ 取締役（現任）
    2021年    3 月 アイフォーカス・ネットワーク株式会社（現 株式会社

エノキ） 取締役（現任）
2022年    1 月 株式会社DiceWorks 取締役（現任）

取締役会への出席状況  14回／14回（100％）

所有する当社株式の数  4,266株

社外取締役在任期間  ３年

社外取締役候補者とした
理由及び期待される役割

佐藤秀哉氏は、クラウドを活用したシステムソリューションの将来性
をいち早く察知し、2006年に株式会社テラスカイを創業して同社の東
証一部上場を主導されており、経営全般について豊富な経験に基づく
高い見識を有しておられます。一方、当社にとってはデジタル軸での
一段の成長が不可欠であり、日本企業のデジタルトランスフォーメー
ションを強力に後押しされてきた同氏には、当社経営へのアドバイス
及び監督をいただき、企業価値向上に貢献いただくことを期待し、引
き続き当社の社外取締役として選任をお願いするものです。

－ 12 －
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取締役（監査等委員である者を除く。）6名選任の件

（注）１. 当社は、2006年４月１日を合併期日として、旧株式会社ハーバーホールディングスアルファを存続会社とし、旧株式会
社ワールドを解散会社とする吸収合併方式により合併いたしました。
合併に伴い、旧株式会社ハーバーホールディングスアルファは、商号を株式会社ワールドに変更しております。
なお、合併期日以降の株式会社ワールドに関する略歴について、「当社」と記載しております。

２. 当社は、2017年４月18日をもって任意の指名・報酬委員会を設置し、取締役（監査等委員を含む）候補者の原案、取締
役（監査等委員を除く）の個人別の報酬額に係る事項の審議又は決議を行っております。

３. 一條和生氏、鈴木政士氏及び佐藤秀哉氏は、会社法施行規則第２条第３項第７号に定める社外取締役候補者であります。
４. 当社は、一條和生氏、鈴木政士氏及び佐藤秀哉氏との間で会社法第427条第１項及び当社定款に基づく責任限定契約を締

結しております。各氏の再任が承認された場合、当該契約を継続する予定であります。
責任限定契約の内容の概要は次のとおりであります。

取締役の責任限定契約
取締役は、本契約締結後、会社法第423条第１項の責任を負担する場合において、その職務を行うにつき善意でかつ
重大な過失がないときは、損害賠償責任は、会社法第425条第１項の最低責任限度額を限度とする。

５. 各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
６. 当社は、一條和生氏、鈴木政士氏及び佐藤秀哉氏を独立役員として金融商品取引所に届け出ており、各氏の再任が承認さ

れた場合、引き続き独立役員とする予定であります。
７. 各候補者の所有する当社の株式の数には、ワールドグループ役員持株会における本人持分を含めて記載しております。
　　（１株未満の端数は切り捨てて表示しております。）
８. 当社は、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、これにより、

取締役等が業務に起因して損害賠償責任を負った場合における損害（ただし、保険契約上で定められた免責事由に該当す
るものを除きます。）等を填補することとしております。なお、保険料は特約部分も含め、会社が全額負担しており、各
候補者が取締役に選任され就任した場合には、いずれの取締役も当該保険の被保険者となる予定であります。また、次回
更新時には同内容での更新を予定しております。

－ 13 －
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補欠の監査等委員である取締役1名選任の件

第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

氏　　名
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

社 外 独 立

すず
鈴

 

　
き
木

 

　
まさ
政

 

　
ひと
士

(1957年９月９日生)

    1980年    4 月 キリンビール株式会社入社
    2005年    4 月 同社 酒類営業本部 企画部 担当部長
    2006年    3 月 同社 国内酒類カンパニー 企画部 主幹
    2007年    3 月 キリンビバレッジ株式会社出向 経理部長
    2008年    3 月 同社 執行役員 経営企画部長
    2009年    3 月 同社 取締役 経営企画部長
    2012年    3 月 キリンホールディングス株式会社 取締役 ＣＦＯ
    2013年    1 月 キリン株式会社 取締役
    2014年    3 月 キリンホールディングス株式会社 常勤監査役

キリン株式会社 監査役
    2018年    6 月 株式会社ジャックス 社外取締役 （現任）

株式会社エイジス 社外取締役 （現任）
当社取締役（現任）

所有する当社株式の数 2,180株

社外取締役在任期間 ４年

補欠の監査等委員である
社外取締役候補者とした
理由及び期待される役割

鈴木政士氏は、長年、経理、経営企画に関する業務に携わり、また、取締役
経営企画部長、取締役CFOを歴任された後、常勤監査役も務められたことか
ら、経理・財務に関する豊富な知見、幅広い経験と、経営における豊富な経
験に基づく高い見識を有しておられます。そのため、万一、当社において監
査等委員である取締役が法令に定める員数を欠くことになる場合は、監査等
委員である取締役に就任いただくことも可能と判断し、また、経理・財務や
会社経営に関する高い知見を活かして当社経営へのアドバイス及び監督をい
ただき、当社の企業価値向上に貢献いただくことを期待し、補欠の監査等委
員である社外取締役として選任をお願いするものです。

　監査等委員である取締役が法令に定める員数を欠くことになる場合に備え、予め補欠の監査等委員である取
締役１名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。

　補欠の監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

－ 14 －
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補欠の監査等委員である取締役1名選任の件

（注）１. 鈴木政士氏は、会社法施行規則第２条第３項第７号に定める補欠の社外取締役候補者であります。
２. 鈴木政士氏は、本定時株主総会で取締役（監査等委員である者を除く。）の選任が承認された場合は、取締役（監査等委

員である者を除く。）に就任する予定ですが、法令に定める監査等委員である取締役の員数を欠くことになる場合には、
取締役（監査等委員である者を除く。）を辞任し、監査等委員である取締役に就任する予定です。

３. 当社は、鈴木政士氏との間で会社法第427条第１項及び当社定款に基づく責任限定契約を締結しております。
本総会において第3号議案が承認され、鈴木政士氏が再任された場合、当該契約を継続する予定でありますが、同氏が監
査等委員である取締役に就任した場合も、当該契約を継続する予定であります。
責任限定契約の内容の概要は次のとおりであります。

取締役の責任限定契約
取締役は、本契約締結後、会社法第423条第１項の責任を負担する場合において、その職務を行うにつき善意でかつ
重大な過失がないときは、損害賠償責任は、会社法第425条第１項の最低責任限度額を限度とする。

４. 鈴木政士氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
５. 当社は、鈴木政士氏を独立役員として金融商品取引所に届け出ており、鈴木政士氏の再任が承認された場合、引き続き独

立役員とする予定ですが、監査等委員である取締役に就任した場合も、引き続き独立役員とする予定です。
６. 候補者の所有する当社の株式の数には、ワールドグループ役員持株会における本人持分を含めて記載しております。

（１株未満の端数は切り捨てて表示しております。）
７. 当社は、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、これにより、

取締役等が業務に起因して損害賠償責任を負った場合における損害（ただし、保険契約上で定められた免責事由に該当す
るものを除きます。）等を填補することとしております。なお、保険料は特約部分も含め、会社が全額負担しており、候
補者が取締役に選任され就任した場合には、当該保険の被保険者となる予定であります。また、次回更新時には同内容で
の更新を予定しております。

以 上

－ 15 －
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（ご参考）

氏　　名
再任
・

新任
在任
期間

社内
・

社外

金融商品
取引所

独立役員
性別 現在の地位等 企業経営

企業戦略
・

産業知見

財務・
会計・
金融

法務・
リスク
管理

デジタル・
イノベー
ション

多様性
国際性

第
３
号
議
案

か み

上
や ま

山
け ん

健
じ

二 再任
　
7年2ヶ月 社内 － 男性 代表取締役会長 ○ ○ ○ ○ ○

す ず

鈴
き

木
の ぶ

信
て る

輝 再任
　

2年 社内 － 男性 代表取締役
社長執行役員 ○ ○ ○ ○ ○

は た

畑
さ き

崎
み つ

充
よ し

義 再任
　

5年 社内 － 男性 取締役 ○ ○

い ち

一
じょう

條
か ず

和
お

生 再任
　
4年5ヶ月 社外

　
独立 男性 取締役 ○ ○ ○ ○

す ず

鈴
き

木
ま さ

政
ひ と

士 再任
　

4年 社外
　

独立 男性 取締役 ○ ○ ○ ○

さ

佐
と う

藤
ひ で

秀
や

哉 再任
　

3年 社外
　

独立 男性 取締役 ○ ○ ○ ○

監
査
等
委
員

た か

高
つ き

月
て い

禎
い ち

一 － 7年 社内 － 男性 取締役
（常勤監査等委員) ○ ○ ○ ○

す ず

鈴
き

木
しゅう

修
じ

司 － 4年5ヶ月 社外
　

独立 男性 取締役
（監査等委員） ○ ○

せ き

関
 

　
み

美
わ

和 － 4年 社外
　

独立 女性 取締役
（監査等委員） ○ ○ ○ ○

（ご参考）第３号議案の候補者及び監査等委員である取締役の主な経験等

以上

－ 16 －
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(1）当事業年度の事業の状況

(2021年 4 月 1 日から
2022年 3 月31日まで)

（添付書類）

事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況
⑴　当事業年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果
　当連結会計年度（2021年４月１日～2022年３月31日）の経営成績は、売上収益が1,713億44百万
円（前年同期比5.0％減）、コア営業利益が53億89百万円（前年同期はコア営業損失64億99百万
円）、営業利益が21億96百万円（前年同期は営業損失216億37百万円）、税引前当期利益が14億10
百万円（前年同期は税引前当期損失225億56百万円）、親会社の所有者に帰属する当期利益は２億39
百万円（前年同期は親会社の所有者に帰属する当期損失171億49百万円）と減収増益でした。
　売上収益では、構造改革に伴うブランド終息や店舗閉鎖が減少要因となっているほか、引き続き新型
コロナウイルス感染症の拡大等に応じた人流・行動の制限や消費マインドの低迷が主に店舗販路で売上
確保を困難にしております。事実、2020年８月に公表した構造改革に伴う退店で前連結会計年度末迄
に約300店舗減少し、さらに2021年２月に公表した構造改革の一環で当連結会計年度を通して約530
店舗の退店を完了しました。また、ＥＣ販路ではブランド終息に伴う減収影響が前年対比10ポイント
ほどに及びました。コロナ感染による影響は緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発令が継続してい
た上半期を中心に大きな影響を及ぼし、下半期においても、１月以降の感染者再拡大を背景とした自粛
モードによる客足の鈍化が見られました。しかしながら、前年と比較して店舗の休業や、営業時間の短
縮が少なかったこと、また外出需要の回復を受けてアパレルを中心に秋・冬物需要の旺盛さが継続した
こと、加えて春のセレモニー需要が根強かったことなどから、既存店売上は上期に続いて下期も前年同
期を上回り、通期では5.2ポイント上回る結果となりました。
　利益面においては、値引きロスで採算悪化を招いた前年（特に、前上半期）の反省を活かし、当連結
会計年度は店舗・ＥＣ両方で粗利益率の改善に注力しました。春夏商品に続いて秋冬商品でも予め仕入
れのタイミングや量をコントロールして、大半のブランドでプロパー中心の販売を重視することで売り
方の改善に努めました。結果として、売上総利益率は前年同期比3.7ポイントの上昇となりました。販
売費及び一般管理費では、前年に対して一時帰休などに伴う雇用調整助成金収入の減少や営業再開によ
る家賃・賃借料の増加はありましたが、これら以上に構造改革に伴う経費削減の効果が大きく寄与した
ことから、販管費率は54.4％と前年同期比3.0ポイントの改善となりました。
　これらの結果、全ての利益段階において、前年より大きく増益となりました。売上総利益は売上の減
少を粗利益率の改善でカバーして前年同期比16億円の増益となり、コア営業利益は同119億円の大幅
な増益で黒字転換を果たしました。加えて、前連結会計年度に計上した構造改革に伴う一時費用がなく
なったことから、営業利益以下の各利益段階での増益幅は一段と大きくなりました。
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(1）当事業年度の事業の状況

　なお、2022年１月13日付け「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表のとおり、株式会社ナル
ミヤ・インターナショナルが持分法適用会社から連結子会社となった影響で、連結子会社となった
2022年３月一カ月分の同社の売上収益、コア営業利益が増収増益に寄与しておりますが、持分法適用
会社から連結子会社となる段階取得に適用されるIFRSの会計処理により、その他の費用に約13億円の
一時損失を計上しております。

　セグメント別の状況は次のとおりです。

１）ブランド事業
　ブランド事業においては、ブランドポートフォリオ戦略を機動的に修正し、ブランド事業セグメン
ト全体最適の視点で成長性と収益性のバランスを図っています。
　百貨店を中心に展開するミドルアッパーブランドは、差別化された付加価値の高い商品開発を行う
一方で、生活様式の変化に伴う通勤着需要の減少などに対し、ブランドらしさを残しながらカジュア
ル化へ修正するなどの変化が求められています。また、接客機会が減少する中、今まで以上にお客様
とのより強いつながりを構築するため、リモートによる受注イベントの開催といった新たな関係性の
構築に積極的に取り組んでおります。
　ショッピングセンターを中心に展開するミドルロワーブランドにおいては、近年プロパー販売月と
セール月の境目がなくなりつつある中で、春夏や秋冬といった従来の大きなシーズン括りに捉われ
ず、仕入から販売期間が終わるまでの商品ライフサイクルを今まで以上に短く捉え、毎月毎月の店舗
商品鮮度を高める企画の組み立てで、頻度高くご来店いただけるお客様にも常に新たな発見がある店
舗を実現してまいります。
　ライフスタイルブランドでは、「暮らしの今を、もっと素敵に！もっと楽しく！」をテーマに、暮
らしに寄り添った衣・食・住を生活雑貨や服飾雑貨で提案し、引き続きお客様の支持拡大に努めてい
ます。また、ブランドのコンディションに応じて、店舗大型化や積極出店など成長を目指す子会社、
抜本的な収益構造の改革に取り組む子会社、ローンチ間もなく収益基盤を固める子会社など、それぞ
れ異なるミッションを追求しています。
　一方、投資グループにおいては、プラットフォームやシステムの導入によるシナジー効果の追求や
収益構造の向上・確立をテーマに掲げております。開発・改革ブランドでは引き続き構造改革とそれ
に続く成長戦略の推進に取り組んでいます。また、Ｍ＆Ａブランドでは「靴」のバリューチェーンの
大半を自社でカバーする神戸レザークロス㈱や、質の高い革小物で世代を跨って支持を得る㈱ヒロフ
を展開しています。
　そうしたなか、当連結会計年度におきましては、上期において、緊急事態宣言の長期化や新型コロ
ナウイルス感染症の感染者数急拡大の影響を受けた外出自粛による消費マインドの低迷により、客足
が少ない状況が続きましたが、第３四半期会計期間以降において、緊急事態宣言の解除や、天候・気
候等の追い風を背景に、客足の回復が見られました。
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(1）当事業年度の事業の状況

　こうした環境下、アパレルブランドにおいては、前連結会計年度より引き続きリアル店舗とＥコマ
ースの両販路でプロパー販売に拘った採算重視の戦い方を推進して粗利率の改善による収益力の向上
に努めたことに加えて、緊急事態宣言の解除された10月以降は、「インディヴィ」といった百貨店
レディースの既存店売上が軒並み前年同期比で２桁の伸びとなるなど、ほぼ全てのブランドにおいて
伸長し、上期より力強い回復となりました。１月後半以降に再び新型コロナウイルス感染症の感染者
数急拡大により２月中旬まで客数の減少はみられたものの、２月下旬は気温上昇に伴って春物需要の
動きが出てきて回復基調となりました。
　また、2020年８月、2021年２月に公表した収益性の低い複数ブランドの終息を柱とした構造改
革の施策を当初計画に沿って着実に推進したことも、利益率の改善に寄与し、店舗数減少による売上
減のインパクトを打ち返し、コア営業利益を押し上げました。
　一方でライフスタイルブランドでは、コロナ禍での家の過ごし方を充実させる生活雑貨業態におい
て、バラエティに富んだ生活雑貨を取り扱う「ワンズテラス」や、内食需要をうまく取り込んだ
「212キッチンストア」が引き続き健闘しました。ブランド事業では、この生活雑貨業態を成長分野
と位置付けて、Ｅコマースの体制や出店・改装等の投資を継続強化しております。

２）デジタル事業
　デジタル事業においては、「Ｂ２Ｂソリューション」と「Ｂ２Ｃネオエコノミー」から成り立って
おり、デジタル技術を梃子にしたトランスフォーメーションの牽引役として、当社グループにおける
重点投資の領域と位置付けております。
　Ｂ２Ｂソリューションでは、主に、Ｅコマースの運営受託とデジタルソリューションを行っており
ます。
　Ｅコマースの運営受託では、自社ブランドを中心に販売する直営ファッション通販サイト「ワール
ドオンラインストア」などの運営を受託しており、ブランド事業の直営店舗とのシームレスなサービ
ス提供に向けて総力をあげて取り組んでいます。また、デジタルソリューションでは、自社の物流コ
スト抑制の取組みや基幹システムの刷新に留まらず、他社から在庫コントロールシステムの導入やＥ
Ｃ ・ 物流業務 の 運用 サービスを 受託 しており 、 将来的 には 基幹 システムや ＢＩ （Business 
Intelligence）ソリューションの提供なども進め、メニュー拡充による業容の拡大に注力してまいり
ます。
　Ｂ２Ｃネオエコノミーにおいては、「シェアリング」や「カスタマイズ」といったキーワードを中
心に事業を展開しております。ラクサス・テクノロジーズ㈱ではブランドバッグに特化したサブスク
リプション型レンタルサービスを営み、ＴＶＣＭでの認知度拡大などを図りながらシェアリングエコ
ノミーの浸透を図っております。一方、米国・Original Inc.は、オンラインカスタムシャツブランド
「オリジナルスティッチ」を運営し、キャラクターを活用したＩＰ（知的財産）ビジネス強化や原料
ロスゼロへの挑戦といった価値創造の活動を本格化しています。
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(1）当事業年度の事業の状況

　デジタル事業の経営成績については、Ｂ２Ｂソリューションにおいて、ブランド終息に伴う「ワー
ルドオンラインストア」での減収を受けてＥコマースの運営受託事業が苦戦したものの、システムデ
リバリーの実行と案件パイプラインの拡大を背景にデジタルソリューションの外販事業が着実に成長
し、下期については黒字転換を果たしました。一方で、Ｂ２Ｃネオエコノミーでは、ラクサス・テク
ノロジーズ㈱でのＴＶＣＭ費用やOriginal Inc.でのシステム開発費用など、将来成長に向けた投資負
担が先行している段階であります。これらのネオエコノミー事業領域において、早期に収益基盤を確
立してまいります。

３）プラットフォーム事業
　プラットフォーム事業においては、ワールドグループが培ってきた様々なノウハウと仕組みを活用
したプラットフォームの外部企業へのオープン化を推進し、業界の枠組みを超えた新たな事業領域の
拡大に取り組んでいます。
　生産プラットフォームの㈱ワールドプロダクションパートナーズは、自ら商社機能を発揮して直接
貿易に取り組み、製造子会社群の生産性改善を指導・支援するほか、他社アパレルの商品開発及び製
造（ＯＥＭ・ＯＤＭ事業）も強化しております。
　販売プラットフォームの㈱ワールドストアパートナーズは、全国を網羅する支店及び営業所できめ
細やかな販売支援体制を整えており、最近では他業種小売業の運営受託案件も拡大しております。
　ライフスタイルプラットフォームの㈱ワールドスペースソリューションズは、引き続きアパレル以
外の業界にも営業活動を広げて、什器・家具の製造販売、空間・店舗デザインの提供を拡大したほ
か、一層の成長に向けて家具等のコントラクト・卸で多くの実績を残す㈱アスプルンドとの連携・協
業の本格化に着手しました。
　プラットフォーム事業の経営成績においては、生産プラットフォームでは、前連結会計年度の医療
用ガウンの特需効果が当連結会計年度に剥落したことや海外生産地のロックダウンなどに伴う調達コ
ストの増加などで収益が大きく減少しました。
　販売プラットフォームではアウトレット店舗の運営や各種セール等の催事での集客が下期に回復し
たことが貢献したほか、ライフスタイルプラットフォームでも、㈱アスプルンドが家具等の卸の牽引
で堅調に推移しましたが、前述した生産プラットフォームの収益落ち込みを補うには至りませんでし
た。

４）共通部門
　事業セグメントに属さない共通部門においては、子会社からの配当や経営指導料等を収入として計
上し、ホールディングスのコーポレートスタッフ等の費用を賄うことを基本的な収益構造としており
ますが、子会社からの配当は予めセグメント利益から除いております。
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(1）当事業年度の事業の状況

報 告 セ グ メ ン ト
調 整 額
（注２） 合 計ブランド

事 業
デジタル
事 業

プラット
フォーム
事 業

共通部門 計

売上収益

外部収益 140,606 10,890 19,668 180 171,344 － 171,344

セグメント間収益 3,299 15,141 58,033 6,548 83,021 △83,021 －

計 143,905 26,032 77,701 6,728 254,366 △83,021 171,344

　共通部門は、「グループ企画本部」、「グループ支援本部」に加えて、グループの商品鮮度向上と
ソフト開発を監修する「クリエイティブ・マネジメント・センター」、グループブランディングの構
築を牽引する「グループコミュニケーション推進室」や各事業のノウハウ・仕組みを横断的に外部企
業へオープンにする活動を率先する「プラットフォーム事業推進室」などで成り立っています。ホー
ルディングスは重点分野への集中投資という自らの役割を果たすため、子会社からホールディングス
のスタッフ等の実費を上回る経営指導料等で回収することを原則としております。
　共通部門においては、前連結会計年度の４月から５月にかけた緊急事態宣言による店舗の一時休業
の影響が本年の同影響を大きく上回って前年同期と比較すると子会社の売上収益が増加しましたが、
６月以降では一連の構造改革の断行による売上の減少により、それに伴う料率方式の経営指導料収入
が減少しました。一方、経費に関してはメリハリのある活動を行い、抑制が効いた状態となっていま
す。

（企業集団のセグメント別売上高の状況）
（単位：百万円）

（注）１. 上記金額には、消費税等は含まれておりません。
２. 調整額は、主にセグメント間取引消去等であります。
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②設備投資の状況、③資金調達の状況

②　設備投資の状況
　当連結会計年度に実施しました設備投資の総額は、43億27百万円であります。
　その主なものは、出店・改装に伴う店舗設備やブランドの価値向上を目的としてブランド事業へ15億
88百万円を投資したほか、ＥＣサイト運営を中心としたデジタルソリューション事業への強化やファッ
ション産業におけるＢ２Ｃ事業等次世代型のサービス開発の推進のため、デジタル事業へ23億１百万円
の投資を実施いたしました。

③　資金調達の状況
　当社は当連結会計年度の設備投資その他の所要資金調達のため、シンジケートローン総額833億円を組
成しております。このうち、効率的で安定した運転資金の調達を行うため、主要取引金融機関と430億円
のコミットメントライン契約を締結しております。
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(2）直前３事業年度の財産及び損益の状況

区　　分

ＩＦＲＳ
第61期

自　2018年４月 1 日
至　2019年３月31日

第62期

自　2019年４月 1 日
至　2020年３月31日

第63期

自　2020年４月 1 日
至　2021年３月31日

第64期
(当連結会計年度)
自　2021年４月 1 日
至　2022年３月31日

売 上 収 益 (百万円) 249,861 236,265 180,322 171,344
営 業 利 益
（ △ は 損 失 ） (百万円) 14,827 12,351 △21,637 2,196
当 期 利 益
（ △ は 損 失 ）
(親会社の所有者に帰属)

(百万円) 9,200 8,080 △17,149 239

１株当たり当期利益
（ △ は 損 失 ）
(親会社の所有者に帰属)

(円) 354.70 242.53 △511.08 △7.79

希薄化後１株当たり
当 期 利 益
（ △ は 損 失 ）
(親会社の所有者に帰属)

(円) － 239.57 △511.08 △7.79

資 産 合 計 (百万円) 213,546 261,996 245,386 248,455

親会社の所有者に
帰 属 す る 持 分 (百万円) 77,015 81,515 78,435 78,602

⑵　直前３事業年度の財産及び損益の状況
①　企業集団の営業成績及び財産の状況の推移

（注）１. 会社計算規則第120条第１項の規定により、国際会計基準（ＩＦＲＳ）に準拠して連結計算書類を作成しております。
２. 第61期の希薄化後１株当たり当期利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第63期及び第64期
においては、新株予約権の行使が１株当たり当期損失を減少させるため、潜在株式は希薄化効果を有しておりません。

３. 第61期の１株当たり当期利益（親会社の所有者に帰属）については、2018年７月12日付で普通株式５株につき１株の
割合で株式併合を行っておりますが、第61期の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算定しております。

４. 基本的１株当たり当期利益は、親会社の普通株主に帰属しない金額（その他の資本性金融商品の所有者に帰属する金額）
を考慮しております。
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(2）直前３事業年度の財産及び損益の状況

区　　分

日本基準
第61期

自　2018年４月 1 日
至　2019年３月31日

第62期

自　2019年４月 1 日
至　2020年３月31日

第63期

自　2020年４月 1 日
至　2021年３月31日

第64期
（当事業年度）

自　2021年４月 1 日
至　2022年３月31日

売 上 高 (百万円) 26,210 26,452 24,162 22,048

営 業 利 益 (百万円) 7,197 6,323 651 484
当 期 純 利 益
（ △ は 損 失 ） (百万円) 5,801 542 △17,956 △8,596
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益
（ △ は 損 失 ）

(円) 223.64 16.27 △535.10 △254.58

希薄化後１株当たり
当 期 純 利 益
（ △ は 損 失 ）

(円) － 16.07 △535.10 △254.58

総 資 産 (百万円) 130,645 131,224 132,066 123,865

純 資 産 (百万円) 45,953 43,977 25,328 16,869

②　当社の営業成績及び財産の状況の推移

（注）１. 第61期の１株当たり当期純利益については、2018年７月12日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行って
おりますが、第61期の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算定しております。

２. 第61期の希薄化後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第63期及び第64
期においては、新株予約権の行使が１株当たり当期損失を減少させるため、潜在株式は希薄化効果を有しておりません。

3. 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用しており、
当事業年度に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。
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(3）重要な親会社及び子会社の状況、(4）対処すべき課題

会 社 名 資 本 金 出資比率 主 要 な 事 業 内 容

㈱フィールズインターナショナル 30百万円 100.0％ 衣料品等の企画及び販売

㈱スタイルフォース 30百万円 100.0％ 衣料品等の企画及び販売

㈱アルカスインターナショナル 30百万円 100.0％ 衣料品等の企画及び販売
㈱ライフスタイルイノベーション
（注） 90百万円 100.0％ 生活雑貨等の企画及び販売

㈱エクスプローラーズトーキョー 30百万円 100.0％ 衣料品等の企画及び販売
㈱ワールドプロダクション
パートナーズ 20百万円 100.0％ 衣料品・服飾雑貨の生産管理及び貿易業

務

⑶　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社の状況
　該当事項はありません。

②　子会社の状況
　重要な子会社等は次のとおりであります。

（注）2021年４月１日付で、㈱ワンズテラスを㈱ライフスタイルイノベーションに商号を変更しております。

⑷　対処すべき課題
　当社グループを取り巻く経営環境は、人口減少や少子高齢化の進行にともなう数量減少に加えて、国内
アパレル市場も成熟化して単価下落が進む一方、海外生産地での加工賃上昇や為替変動による仕入価格の
上昇のほか、人手不足による人件費や物流費といった経費増加も生じるなど、引き続き厳しい状況が続く
ことが予想されます。また、デジタル化の進展を背景として消費者の購買行動は急速に変化しており、新
たなビジネスチャンスが生まれているものの、新規参入企業の誘発などを通じて異業種や外資系も巻き込
んだ競争激化が継続しております。
　一昨年より続く新型コロナウイルス感染症は消費者の生活様式や購買行動を変化させ、今後の競争優位
に大きな影響を及ぼすだけでなく、世界的なコンテナ不足や、海外のロックダウンによる継続的な調達コ
ストの上昇を招いています。加えて、ロシア・ウクライナ情勢の緊迫による原料価格の高騰等、深刻な世
界的ダメージにより、引き続き厳しい市場環境が続くことが想定されます。
　こうした国内アパレル市場や消費者の大きな変化の中で、永続的に成長を遂げ、勝ち続ける企業組織で
あるためには、これらの環境変化の認識のもと、更なる変革が必要であると認識しております。
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(5）主要な事業内容

⑸　主要な事業内容
　当社グループは、当社、子会社48社及び持分法適用関連会社４社より構成されております。
　当社グループの事業内容は、国内外にて婦人、紳士及び子供衣料品並びに服飾雑貨の販売を営むブラン
ド事業、ファッションに特化したＥＣモール運営や情報・物流システムの業務受託等のデジタルソリュー
ションの提案、デジタル軸での新たなサービスの開発・展開を担うデジタル事業、衣料品並びに服飾雑貨
等の生産・調達・貿易や什器製造販売を通じた空間創造支援等のプラットフォーム事業を営んでおりま
す。
　以上の概要を図示すると次のとおりであります。

事業持株会社

《デジタル事業》《共通部門》 ㈱ワールド

経営管理
経営
指導料

《
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
》

経営管理
経営
指導料

《
ブ
ラ
ン
ド
事
業
》

経営管理
経営
指導料

《
デ
ジ
タ
ル
事
業
》

消
　
費
　
者
　
・
　
法
　
人

商品の
供給

サービス、
役務の提供

商品の
供給

ＥＣサイト
の運営

商品の
販売

ＥＣサイト
の運営

商品の供給、販売

サービス、役務の提供
商品の販売

投資

投　資　先
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(6）主要な営業所及び工場

名 称 所 在 地

本 社 兵 庫 県 神 戸 市 中 央 区

東 京 支 店 東 京 都 港 区

会 社 名 所 在 地

㈱フィールズインターナショナル 兵 庫 県 神 戸 市 中 央 区

㈱スタイルフォース 兵 庫 県 神 戸 市 中 央 区

㈱アルカスインターナショナル 兵 庫 県 神 戸 市 中 央 区

㈱エクスプローラーズトーキョー 兵 庫 県 神 戸 市 中 央 区
㈱ライフスタイルイノベーション
（注） 東 京 都 港 区
㈱ワールドプロダクション
パートナーズ 兵 庫 県 神 戸 市 中 央 区

⑹　主要な営業所及び工場（2022年３月31日現在）
①　当社

②　子会社等

（注）2021年４月１日付で、㈱ワンズテラスを㈱ライフスタイルイノベーションに商号を変更しております。
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(7）使用人の状況、(8）主要な借入先及び借入額

事　業　セ　グ　メ　ン　ト 従　業　員　数 前連結会計年度末比増減

ブ ラ ン ド 事 業 2,234 名 624 名

デ ジ タ ル 事 業 381 名 13 名

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 事 業 6,226 名 △1,192 名

共 通 部 門 190 名 △60 名

合 計 9,031 名 △615 名

従　業　員　数 前事業年度末比増減 平　均　年　齢 平均勤続年数

276名 △38名 44.8歳 19.5年

⑺　従業員の状況（2022年３月31日現在）
①　企業集団の従業員の状況

（注）従業員数には、他社への出向者14名を含んでおります。

②　当社の従業員の状況

（注）従業員数には、他社への出向者56名を含んでおります。

借 入 先 借 入 金 残 高

㈱ 三 井 住 友 銀 行 23,090百万円

㈱ 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 18,825百万円

㈱ み ず ほ 銀 行 12,890百万円

㈱ 日 本 政 策 投 資 銀 行 9,325百万円

三 井 住 友 信 託 銀 行 ㈱ 3,618百万円

㈱ 新 生 銀 行 3,460百万円

㈱ り そ な 銀 行 3,132百万円

⑻　主要な借入先及び借入額（2022年３月31日現在）
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(1）株式の状況、(2）新株予約権等に関する事項

区 分 発行可能株式総数 発行済株式の総数 株 主 数
普通株式 137,500,000 株  33,829,935 株 21,428 名

（注）

株 主 名
当社への出資状況

持　株　数 持株比率
（注）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,455,100 株 13.2 ％

寺井秀藏 2,347,054 株 6.9 ％

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,940,500 株 5.7 ％

志野文哉 1,004,700 株 3.0 ％

合同会社エイ・ティ興産 1,000,000 株 3.0 ％

合同会社ケイ・エム興産 1,000,000 株 3.0 ％

合同会社ワイ・アール興産 1,000,000 株 3.0 ％

小泉敬三 986,200 株 2.9 ％

S&Hカンパニー合同会社 873,374 株 2.6 ％

畑崎重雄 873,373 株 2.6 ％

２．会社の現況
⑴　株式の状況（2022年３月31日現在）

①　会社が発行する株式の総数、発行済株式の総数及び株主数

（注）自己株式561,030株を除く。

②　大株主

（注）持株比率は、自己株式561,030株を控除して計算しております。
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(1）株式の状況、(2）新株予約権等に関する事項

区分 株　式　数 交付対象者数

取締役（監査等委員及び社外取締役を除く） 19,000株 3名

取締役（監査等委員） －株 －名

社外取締役（監査等委員を除く） －株 －名

③　当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況

（注）当社の株式報酬の内容につきましては、「２．会社の現況　(3)　会社役員の状況　⑤　取締役の報酬等の内容に係る決定方
針」に記載しております。

⑵　新株予約権等に関する事項
①　当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状
況

該当事項はありません。

②　当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
該当事項はありません。
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(3）会社役員に関する事項

氏 名 地 位 及 び 担 当 重要な兼職の状況 当社と兼職先との関係

上 山 　 健 二 代 表 取 締 役 会 長 ㈱ナルミヤ・インターナショナル
取締役

鈴 木 　 信 輝 代 表 取 締 役 社 長 執 行 役 員
畑 崎 　 充 義 取 締 役

一 條 　 和 生 取 締 役

㈱シマノ 社外取締役
㈱電通国際情報サービス 社外取
締役
ぴあ㈱ 社外取締役
IMD 教授

特別な関係はありません

鈴 木 　 政 士 取 締 役
㈱ジャックス 社外取締役
㈱エイジス 社外取締役

特別な関係はありません

佐 藤 　 秀 哉 取 締 役

㈱テラスカイ 代表取締役社長
TerraSky Inc. CEO
㈱スカイ365 取締役
㈱テラスカイベンチャーズ 取締
役
Terrasky Thailand co., ltd. 取締
役
㈱Cuon 取締役
㈱リベルスカイ 取締役
㈱Quemix 取締役
㈱テラスカイ・テクノロジーズ 取
締役
アイフォーカス・ネットワーク㈱
（現 ㈱エノキ） 取締役
㈱DiceWorks 取締役

特別な関係はありません

⑶　会社役員の状況
①　取締役（2022年３月31日現在）
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(3）会社役員に関する事項

氏 名 地 位 及 び 担 当 重要な兼職の状況 当社と兼職先との関係

高 月 　 禎 一 取 締 役
（ 常 勤 監 査 等 委 員 ）

鈴 木 　 修 司 取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

日比谷Ａｖｅ.法律事務所 代表パ
ートナー 特別な関係はありません

関 　 　 美 和 取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

大和ハウス工業㈱ 社外取締役
MPOWER PARTNERS FUND ゼ
ネラルパートナー
そーせいグループ㈱ 社外取締役

特別な関係はありません

（注）１. 取締役　一條和生、取締役　鈴木政士、取締役　佐藤秀哉、取締役（監査等委員）鈴木修司、及び取締役（監査等委員）
関美和は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。

２. 当社は取締役　一條和生、取締役　鈴木政士、取締役　佐藤秀哉、取締役（監査等委員）鈴木修司、及び取締役（監査等
委員）関美和を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員に指定し、同取引所に届け出ております。

３. 取締役（監査等委員）高月禎一は、常勤の監査等委員であります。常勤の監査等委員を選定している理由は、取締役会以
外の重要な会議等における情報共有や、内部監査部門等との十分な連携により、監査等委員会の監査・監督機能を強化す
るためであります。

４. 取締役（監査等委員）鈴木修司は、弁護士として企業法務に精通しており、コーポレートガバナンス、コンプライアンス
に関する相当程度の知見を有するものであります。

５. 取締役（監査等委員）関美和は、金融の専門家、並びに経営者として豊富な経験があり、財務及び会計に関する相当程度
の知見を有するものであります。

６. 取締役　一條和生は、2022年４月１日付で、IMD教授に就任いたしました。

②　事業年度中に退任した会社役員
　該当事項はありません。

③　責任限定契約に関する事項
責任限定契約の内容の概要
　当社は、取締役（業務執行取締役等である者を除く）の責任限定契約に関する規定を定款に設けており
ます。当該定款に基づき、当社が取締役一條和生、取締役鈴木政士、取締役佐藤秀哉、取締役（監査等委
員） 高月禎一、取締役（監査等委員）鈴木修司及び取締役（監査等委員）関美和と締結した責任限定契
約の内容の概要は、次のとおりであります。

　取締役（業務執行取締役等である者を除く）は、本契約締結後、会社法第423条第１項の責任を負担す
る場合において、その職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときは、損害賠償責任は、会社法第
425条第１項の最低責任限度額を限度とする。
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(3）会社役員に関する事項

④　役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結してお
り、これにより、取締役等が業務に起因して損害賠償責任を負った場合における損害（ただし、保険契約
上で定められた免責事由に該当するものを除きます。）等を填補することとしております。
　なお、当該保険契約の被保険者は、当社、国内連結子会社、海外子会社及び当社の実質的支配下にある
持分法適用会社、当社及び国内連結子会社の取締役（監査等委員含む）、監査役及び執行役員等の管理監
督の立場にある従業員、海外子会社及び持分法適用会社の取締役及び監査役のうち当社からの出向者であ
る者、並びに海外子会社及び当社の実質的な支配下にある持分法適用会社における執行役員等の管理監督
の立場にある従業員であり、保険料は特約部分も含め会社が全額負担しております。

⑤　取締役の報酬等の内容に係る決定方針
　当社は、取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針について、委員の過半数が社外取締役で構成
される任意の指名・報酬委員会の承認を経たうえで、取締役会において決議しております。なお、取締役
の個人別の報酬等の内容の決定に当たっては、任意の指名・報酬委員会において、決定方針との整合性を
含めた多角的な検討を行っているため、取締役会も基本的にその審議内容を尊重し、決定方針に沿うもの
であると判断しております。

イ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等
　取締役の報酬等は、取締役（監査等委員である者を除く。）と監査等委員である取締役を区分し
て、株主総会において定められた報酬総額の範囲内において各取締役に配分するものとし、その配分
は、委員の過半数が社外取締役で構成される任意の指名・報酬委員会の承認を経たうえで、取締役会
において決議しております。
　報酬等の種類については、基本報酬、業績連動報酬及び株式報酬（譲渡制限付株式）の３種類の組
合せとしております。ただし、監査等委員及び社外取締役については、その役割の性質上、利益向上
そのものを目標としないことに照らして、基本報酬のみとし、業績連動報酬及び株式報酬は支給しな
い方針としております。
　基本報酬、業績連動報酬及び株式報酬の内容は、全て任意の指名・報酬委員会にて承認され、かつ
これらの報酬の割合（構成比率）についても、任意の指名・報酬委員会で承認を経て、取締役会にて
決議されております。
　取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりです。

ａ．基本報酬に関する方針
　確定額報酬等については、基本報酬として職位に応じて定めた額を毎月支給しております。
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(3）会社役員に関する事項

区　　分
基本方針

基本報酬 業績連動
報酬等 株式報酬

取締役（監査等委員及び社外取締役を除く。） 66.77％ 14.24％ 18.99％

取締役（監査等委員）（社外取締役を除く。） 100％ 0％ 0％

社外役員 100％ 0％ 0％

ｂ．業績連動報酬等に関する方針
　業績連動報酬等については、職位に応じて定めた業績連動報酬の標準値の額に連結コア営業
利益ならびに連結当期利益の計画達成度の指標に従って係数をかけ、翌年６月に支給しており
ます。

ｃ．非金銭報酬等に関する方針
　非金銭報酬等（株式報酬・ストックオプション）については、職位に応じて定めた額の株式
報酬を各事業年度の一定の時期に支給しております。株式報酬は譲渡制限付株式（RS）として
おり、１年間の任期を全うすることを条件に3年間の譲渡制限期間が満了した時点で譲渡制限が
解除されます。

ｄ．報酬等の割合に関する方針
　基本報酬、業績連動報酬及び株式報酬の内容は、全て任意の指名・報酬委員会にて承認さ
れ、かつこれらの報酬の割合（構成比率）についても、下表を基本方針として、任意の指名・
報酬委員会で承認を経て、取締役会にて決議されております。

（注）当事業年度はコロナ禍前の水準まで業績が回復していないため、その経営責任を明確化するために業績連動報酬の支給を予定
しておりません。
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(3）会社役員に関する事項

区　　分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（名）基本報酬 業績連動

報酬等
非金銭
報酬等

取　締　役
（うち社外取締役）

213
(26)

121
(26)

－
(－)

92
(－)

6名
(3名)

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

41
(18)

41
(18)

－
(－)

－
(－)

3名
(2名)

合　　　計
（うち社外役員）

254
(44)

162
(44)

－
(－)

92
(－)

9名
(5名)

ロ．当事業年度に係る報酬等の総額等

（注）１. 取締役の報酬等の総額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２. 取締役（監査等委員である者を除く。）の金銭報酬限度額は、2015年６月９日開催の定時株主総会で決議された年額

400百万円（内、社外取締役は30百万円）であります。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員である者を除
く。）の員数は５名（うち、社外取締役は２名）です。また、取締役（監査等委員である者を除く。）への賞与は、前記
報酬限度額（年額400百万円）の範囲内で支給することとされております。

３. 監査等委員である取締役の金銭報酬限度額は、2015年６月９日開催の定時株主総会で決議された年額80百万円でありま
す。当該定時株主総会終結時点の監査等委員である取締役の員数は３名です。

４. 取締役（社外取締役及び監査等委員である者を除く。）に対しては、2018年６月15日開催の定時株主総会で、上記年額
（400百万円）の範囲内で、譲渡制限付株式の付与のための報酬額（年額40百万円以内）及び内容を決議しておりま
す。当該定時株主総会終結時点の取締役（社外取締役及び監査等委員である者を除く。）の員数は３名です。

５. 当社は、取締役（社外取締役及び監査等委員である者を除く。）に対して株式報酬を交付しております。当該株式報酬の
内容につきましては、「イ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等 c.非金銭報酬等に関する方針」に記載のとおりで
す。また、株式報酬の交付状況は、「２．会社の現況 （１）株式の状況 ③当事業年度中に職務執行の対価として当社役
員に対し交付した株式の状況」に記載のとおりです。

ハ．当事業年度において支払った役員退職慰労金
　該当事項はありません。
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(4）社外役員に関する事項

区分 氏 名 主な活動出席状況、発言状況及び
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取 締 役 一 條 　 和 生

当事業年度に開催された取締役会14回のうち全てに出席いたしまし
た。主に、国際企業戦略及び知識創造理論に基づいた企業変革に関
する極めて高度な専門知識・経験に基づき、取締役会では当該視点
から積極的に意見を述べており、特に企業戦略についての専門的な
立場から監督、助言等を行うなど、意思決定の妥当性・適正性を確
保するための適切な役割を果たしております。

取 締 役 鈴 木 　 政 士

当事業年度に開催された取締役会14回のうち全てに出席いたしま
した。主に、組織や経営管理に関する経営における豊富な経験に基
づく高い見識から、取締役会では当該視点から積極的に意見を述べ
ており、特に経営管理についての専門的な立場から監督、助言等を
行うなど、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割
を果たしております。

取 締 役 佐 藤 　 秀 哉

当事業年度に開催された取締役会14回のうち全てに出席いたしま
した。主に、デジタルトランスフォーメーションについての高い見
識や経営全般についての豊富な経験に基づき、取締役会では当該視
点から積極的に意見を述べており、特に、当社のデジタル事業にお
ける事業の拡大に向けて、専門的な立場から監督、助言等を行うな
ど、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果た
しております。

⑷　社外役員に関する事項
①　他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
　「(3)　会社役員の状況　①　取締役」に記載のとおり、社外取締役が兼務する他の法人等との特別
な関係はありません。

②　当事業年度における主な活動状況
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(4）社外役員に関する事項

区分 氏 名 主な活動出席状況、発言状況及び
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取 締 役
（監査等委員） 鈴 木 　 修 司

当事業年度に開催された取締役会14回のうち全てに、また、監査
等委員会14回のうち全てに出席いたしました。
弁護士として民事紛争手続などに長年携わられた幅広い経験と企業
法務に精通した高度な専門知見に基づき、意思決定の妥当性・適正
性を確保するための適切な役割を果たしております。
また監査等委員会において、当社のコンプライアンス体制等に対し
て、適宜、必要な発言を行っております。

取 締 役
（監査等委員） 関 　 　 美 和

当事業年度に開催された取締役会14回のうち全てに、また、監査等
委員会14回のうち全てに出席いたしました。
グローバルな高いコミュニケーション能力と経営における豊富な経
験に基づき、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役
割を果たしております。
また監査等委員会において、当社のコンプライアンス体制等に対し
て、適宜、必要な発言を行っております。
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(5）会計監査人に関する事項

金　　額
① 当事業年度に係る報酬等の額 49百万円

② 当社及び子会社が会計監査人に支払うべき報酬等の額 54百万円

⑸　会計監査人に関する事項
①　会計監査人の名称
　ＰｗＣあらた有限責任監査法人

②　当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬の額を区分
しておらず、実質的にも区分できませんので、①の金額にはこれらの合計額を記載しております。
なお、当社の子会社のうち、台湾和亜留土股份有限公司、世界連合時装（上海）有限公司、世界時興（上海）貿易有限公
司等は、当社の会計監査人以外の公認会計士又は監査法人（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有するものを含
む。）の監査（会社法又は金融商品取引法（これらの法律に相当する外国の法令を含む。）の規定によるものに限る。）
を受けています。

２. 当社監査等委員会は、当事業年度の会計監査計画の内容、監査時間及び監査報酬の推移、報酬の前提となる見積りの算出
根拠等を確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

③　会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、
株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監査等
委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査等委員会が選定した監査等委
員は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨とその理由を報告いた
します。
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(1）業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

３．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
⑴　業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要
　当社は、取締役会において、当社の業務の適正を確保するための体制（以下「内部統制システム」とい
う。）について、以下のとおり決議しております。（最終改定　２０２１年４月２０日）

　当社は、会社法及び会社法施行規則に基づき、以下のとおり、内部統制システムを整備する。

① 当社の取締役及び使用人（執行役員を含む。以下同じ。）並びに当社子会社の取締役及び使用人の職務
の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

・当社及び当社子会社（以下「当社グループ」という。）は、「ワールドグループ行動規範」において、
法令を遵守し、社内規程、企業倫理、社会規範及び経営理念に従い誠実に行動すべきことを行動規範と
して規定し、これをすべての取締役及び使用人が遵守すべき最重要ルールと位置付け、その制定改廃は
取締役会の承認を要するものとする。

・代表取締役　社長執行役員のもと組織されるリスクマネジメント委員会の下にリスクマネジメント担当
役員及び担当部署を設置し、当社グループ全体のコンプライアンス・リスクマネジメントプログラムを
推進する。

・当社グループ全体のコンプライアンスプログラム全般を統括する「コンプライアンス規程」を制定し、
組織体制、リスク評価、教育、問題発生時の対応等を定める。

・「内部通報規程」に基づき、内部通報制度（企業倫理ホットライン）を運用し、行動規範違反・不正行
為等の情報収集を図るとともに、通報案件に対応する。

・当社にグループ内部監査室を設置し、当社グループの財産保全及び業務運営の実態を適正に調査し、不
正・誤謬の発生を防止する。更に、経営の合理化並びに効率化に寄与するとともに、意思の疎通及び業
務改善の実をあげ、内部統制の有効性を評価する機能を担い、あわせて企業の健全な発展を図る。

② 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
・取締役の職務の執行に係る取締役会議事録、社内決裁、契約書等の重要情報を保存するものとし、情報
の保存及び管理に関する体制の詳細は、以下の各規程において定めるところによる。
文書保存・管理全般：「文書管理規程」
機密情報管理　　　：「機密情報保護規程」
契約書管理　　　　：「契約規程」

・情報の保存及び管理に関する社内規程・マニュアルに基づき、取締役及び使用人に対する教育・監査等
を実施する。

・諸規程集等、所定の文書は、ＩＴを活用して常時閲覧できるシステムを構築するものとする。
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(1）業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

③ 当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・当社のリスク管理に関する規程（危機管理規程）の対象範囲を当社グループ全体に適用するものとし、
リスクマネジメント委員会は、当社グループ全体のリスクを網羅的・統括的に管理する。

・危機管理規程及びリスク分類別マニュアルに基づき、グループ内部監査室が監査等を実施する。危機管
理規程に定義されたリスクの発生状況、対応結果及び影響等については、リスクマネジメント担当部署
が一元管理を図る。

・代表取締役　社長執行役員のもと組織されるリスクマネジメント委員会の下に担当役員及び担当部署を
設置し、当社グループ全体のコンプライアンス・リスクマネジメントプログラムを推進する。

・当社に設置されたリスクマネジメント委員会は、当社グループ全体のリスク管理を推進する機関とし、
推進にかかわる課題・対応策を審議する。

④ 当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・当社の執行役員制度により、意思決定の迅速化・効率化と、事業責任の明確化を図るものとする。
・当社グループの職務権限や決裁権限に関する規程に基づき、決裁権限ルートを明確化し、定期的に見直
すことにより、取締役の意思決定の効率化を図るものとする。

・当社と当社子会社とが、相互に密接な連携のもとに経営を円滑に遂行し、ワールドグループとして総合
的に事業の発展を図ることを目的とした当社グループに関する規程を定めるものとする。

・当社のグループ総合戦略に基づく当社子会社戦略は、各子会社が関係部署及び当社関係会社管理組織と
調整のうえで立案する。

⑤ 当社子会社の取締役及び使用人の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
・当社が定める関係会社管理規程において、子会社の営業成績、財務状況その他の重要な情報について、
当社への定期的な報告を義務づける。

・当社は、当社子会社経営計画検討会を定期的に開催し、会議には、各当社子会社社長又は当社子会社を
代表する役員及び当社関係者が出席し、各社ごとに営業状況、利益目標、経営方針及び計画等について
討議するものとする。

⑥ 当社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
・「ワールドグループ行動規範」を国内連結子会社へ適用するものとし、グループで共通化できるルール
は社内規程においてグループ共通諸規程とし、行動規範及び社内規程を基軸として、ワールドグループ
全体でのコンプライアンス体制を推進する。

・関係会社管理規程に基づき設置された関係会社管理組織が、役割機能別に子会社を管掌する。
・グループ会社管理における一定の事項は、当社の審査・合議などを受けるものとする。
・グループ内部監査室がグループ会社監査を実施する。
・当社は、財務報告の信頼性を確保するために、関連する諸法令等に準拠し、財務報告に係る内部統制の
体制構築・整備を推進する。
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(1）業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

⑦ 当社の監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役（監査等委員である
取締役を除く）からの独立性に関する事項並びに監査等委員会の当該使用人に対する指示の実効性の確
保に関する事項

・監査等委員会の職務は、グループ内部監査室において補助するものとする。
・監査等委員会を補助すべき者を置くものとし、その任命及び解任、評価等については監査等委員会の事
前の同意を要するものとし、取締役（監査等委員である取締役を除く）からの独立性を確保する。

・監査等委員会を補助すべき者が監査等委員会の職務を補助する場合には、監査等委員会の指示に従うも
のとする。

⑧ 当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人並びに当社子会社の取締役及び使用人又
はこれらの者から報告を受けた者が当社の監査等委員会に報告をするための体制

　取締役及び各主管部署の責任者は下記事項につき監査等委員会及びグループ内部監査室長（③を除く）
に報告をする。
（①、②は随時、③、④は定例的）
①　会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実
②　取締役・使用人の法令、定款違反等の不正行為
③　内部監査の結果
④　内部通報制度による情報収集及び通報案件への対応の状況

⑨ 当社の監査等委員会に報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを
確保するための体制

・通報者に対する不利益な取扱いの禁止を内部通報に関する社内規程において定める。

⑩ 当社の監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行につ
いて生ずる費用又は債務の処理に係る方針その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保す
るための体制

・取締役及び使用人は、監査等委員が監査の実施のために弁護士、公認会計士、その他の社外の専門家に
対して助言を求める又は調査、鑑定その他の事務を委託するなど所要の費用を請求するときは、当該請
求に係る費用が監査等委員会の職務の執行に必要でないと認められる場合を除き、これを拒むことがで
きない。

・監査等委員会は、定期的に代表取締役及び会計監査人と意見交換する機会を設定するものとする。
・必要に応じて専門家（弁護士、公認会計士、税理士、コンサルタント等）から監査業務に関する助言を
受けるなど、監査等委員会の円滑な監査活動を保障する。
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(1）業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

⑪ 反社会的勢力の排除に関する体制
「ワールドグループ行動規範」へ、総会屋や暴力団等企業活動に重大な脅威を与える反社会的勢力に対
し、組織的な対応と毅然たる態度で臨み、反社会的勢力から持ちかけられる要求に対しては恐れること
なく拒否し、関係を一切持たない旨を規定し、反社会的勢力とは一切の関係を持たないこと、及び不当
要求については拒絶することを基本方針とする。
総務部を反社会的勢力対応部署と位置付け、対応基準としての「反社会的勢力対応マニュアル」を整備
し、当社と外部機関の連携体制、反社会的勢力の定義、不当要求・不当行為発生時の対応と報告・相談
先等に関して定める。
特殊暴力防止対策連合会、企業防衛対策協議会等の外部専門組織に加盟する等、外部専門機関との連携
を図るとともに、対応部署の社員を中心に積極的に講習への参加等を通じ収集した情報の一元管理・蓄
積等を行う。また反社会的勢力による不当要求が発生した場合には、外部専門機関と連携し、対応を行
えるよう協力体制を構築する。
取引先については、外部調査機関を用いて情報収集を行い、事前にチェックを行う。取引先との間で締
結する基本契約書には、取引先が反社会的勢力であることが判明した場合には、契約を解除できる旨の
暴力団排除条項を盛り込んだ上での契約締結を推進する。
当社グループの社員で基本的な考え方を共有化するため、「ワールドグループ行動規範」及び「反社会
的勢力対応マニュアル」は、社内イントラネットへ掲載のうえ、当社グループ社員に周知徹底する。
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(2）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要、４．剰余金の配当等の決定に関する方針、４．剰余金の配当等の決定に関する方針

⑵　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社は、内部統制システム構築に関する基本方針に基づき、適正な内部統制を構築しており、当期におけ
る業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりであります。

① 取締役会
　当期は、定時及び臨時を含めて14回の取締役会を開催し、法令又は定款の定める事項及び業務執行の
決定等の職務を行っております。業務を執行する取締役は、業務執行状況を３カ月に１回以上、又はその
都度、取締役会に報告しております。

② リスクマネジメント委員会
　当社は、リスクマネジメント委員会において当期に取り組むべき重要リスクを設定し、リスク対応計画
に基づくリスクへの対応を実施するとともに、行動規範及び社内規程等違反行為に関する事前防止策及び
再発防止策等の検討、新型コロナウイルスへのＢＣＰに沿った対応協議などを実施し、当社グループ全体
のコンプライアンス・リスクマネジメントプログラムのＰＤＣＡサイクルを推進しております。

③ コンプライアンス教育研修
　当社は、コンプライアンス規程の主管部門及び関連部門によるコンプライアンス教育を継続的に実施し
ており、当期はコンプライアンスの重要性に関する社長メッセージ、不適切な行為についての具体的事例
を用いた教育研修を実施しました。

４．剰余金の配当等の決定に関する方針
　配当に関しましては、将来の事業展開に備えた内部留保の充実と当社グループの業績に応じた株主還元を
総合的に勘案して決定することを基本方針としております。
　当社の剰余金の配当は、期末配当及び中間配当のほか、基準日を定めて剰余金の配当を行うことができる
旨を定款に定めております。
　当社は会社法第459条の規定に基づき、取締役会の決議によって剰余金の配当を行うことができる旨を定
款に定めておりますが、基本的な方針として期末配当の決定機関は株主総会であります。
　当社では、財務健全性の改善や成長投資の実施に注力しつつ、株主還元策として配当を段階的に増やして
いくことを目指しております。配当性向について、当面の間、30％を維持することとしております。
　なお、内部留保資金の使途につきましては、将来の企業価値を高めるための店舗・ブランド開発、Ｍ＆
Ａ、デジタル分野での事業投資を優先いたしますが、投資効率の高い活用を検討してまいります。
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連結財政状態計算書

連結財政状態計算書（2022年３月31日現在）
（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額
   

資　産　の　部 負　債　の　部
流 動 資 産

現 金 及 び 現 金 同 等 物

売 上 債 権 及 び そ の 他 の 債 権

棚 卸 資 産

そ の 他 の 金 融 資 産

そ の 他 の 流 動 資 産

非 流 動 資 産

有 形 固 定 資 産

使 用 権 資 産

無 形 資 産

持分法で会計処理されている投資

繰 延 税 金 資 産

そ の 他 の 金 融 資 産

そ の 他 の 非 流 動 資 産　

68,130

21,403

21,868

23,351

261

1,247

180,324

39,050

38,135

77,928

1,781

9,943

12,690

797 　

流 動 負 債 93,010
仕入債務及びその他の債務 29,402
未 払 法 人 所 得 税 1,086
借 入 金 45,241
リ ー ス 負 債 12,463
そ の 他 の 金 融 負 債 1
そ の 他 の 流 動 負 債 4,818

非 流 動 負 債 74,342
借 入 金 38,189
リ ー ス 負 債 27,446
退 職 給 付 に 係 る 負 債 1,817
引 当 金 6,628
そ の 他 の 金 融 負 債 124
そ の 他 の 非 流 動 負 債 139

負 債 合 計 167,352
資　本　の　部

親会社の所有者に帰属する持分合計 78,602
資 本 金 511
資 本 剰 余 金 25,154
そ の 他 資 本 性 金 融 商 品 14,556
利 益 剰 余 金 37,077
自 己 株 式 △68
そ の 他 の 資 本 の 構 成 要 素 1,372

非 支 配 持 分 2,500

資 本 合 計 81,102
資 産 合 計 248,455 負 債 及 び 資 本 合 計 248,455
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連結損益計算書

連結損益計算書（2021年４月１日から2022年３月31日まで）
（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 収 益 171,344
売 上 原 価 72,697
売 上 総 利 益 98,647
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 93,258
そ の 他 の 収 益 1,645
そ の 他 の 費 用 5,069
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 231
営 業 利 益 2,196
金 融 収 益 27
金 融 費 用 813
税 引 前 当 期 利 益 1,410
法 人 所 得 税 1,245
当 期 利 益 164
親会社の所有者に帰属する当期利益 239
非 支 配 持 分 に 帰 属 す る 当 期 利 益 △75
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貸借対照表

貸借対照表（2022年３月31日現在）
（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額
    

資　産　の　部 負　債　の　部
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受取手形及び売掛金
商 品 及 び 製 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
未 収 入 金
関係会社短期貸付金
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工具、器具及び備品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
の れ ん
商 標 権
ソ フ ト ウ ェ ア
ソフトウェア仮勘定

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
関 係 会 社 出 資 金
長 期 貸 付 金
関係会社長期貸付金
長 期 前 払 費 用
差 入 保 証 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

　

22,234
13,974

96
149
14

245
3,384
4,338

34
101,631
34,696
5,252

88
18
0

100
26,832
2,400

7
14,142
5,654

2
6,178
2,308

52,793
994

26,300
2

2,270
130

37,473
211
399

1,863
17

△16,866
　

流 動 負 債 50,073
買 掛 金 187
短 期 借 入 金 40,137
１年内返済予定の長期借入金 5,936
リ ー ス 債 務 588
未 払 金 2,203
未 払 法 人 税 等 98
未 払 消 費 税 等 319
未 払 費 用 250
預 り 金 317
賞 与 引 当 金 29
そ の 他 9

固 定 負 債 56,923
長 期 借 入 金 53,158
リ ー ス 債 務 2,026
再評価に係る繰延税金負債 1,131
退 職 給 付 引 当 金 586
資 産 除 去 債 務 11
そ の 他 11

負 債 合 計 106,996
純 資 産 の 部

株 主 資 本 14,624
資 本 金 6,000
資 本 剰 余 金 17,287

資 本 準 備 金 109
そ の 他 資 本 剰 余 金 17,178

利 益 剰 余 金 △8,596
利 益 準 備 金 373
そ の 他 利 益 剰 余 金 △8,969

別 途 積 立 金 2
繰 越 利 益 剰 余 金 △8,971

自 己 株 式 △68
評 価 ・ 換 算 差 額 等 2,245

その他有価証券評価差額金 28
土 地 再 評 価 差 額 金 2,218

新 株 予 約 権 0
純 資 産 合 計 16,869

資 産 合 計 123,865 負 債 ・ 純 資 産 合 計 123,865
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損益計算書

損益計算書（2021年４月１日から2022年３月31日まで）
（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 22,048
売 上 原 価 276
売 上 総 利 益 21,772
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 21,288
営 業 利 益 484
営 業 外 収 益

受 取 利 息 389
受 取 配 当 金 240
受 取 賃 貸 料 38
そ の 他 営 業 外 収 益 255 922

営 業 外 費 用
支 払 利 息 1,102
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 7,220
金 融 手 数 料 856
そ の 他 営 業 外 費 用 178 9,357

経 常 損 失 △7,951
特 別 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 789 789
特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 51
関 係 会 社 株 式 評 価 損 1,393
減 損 損 失 59
そ の 他 特 別 損 失 35 1,537

税 引 前 当 期 純 損 失 △8,699
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 △45
法 人 税 等 調 整 額 △59 △104
当 期 純 損 失 △8,596
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連結会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 田 邊 晴 康㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 北 野 和 行㊞

独立監査人の監査報告書
2022年５月18日

株式会社ワールド
取　締　役　会　御　中

PwCあらた有限責任監査法人
大阪事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ワールドの2021年４月１日から2022年３月31日までの連
結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結財政状態計算書、連結損益計算書、連結持分変動計算書、連結注記表について監査
を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、指定国際会計基準で求め
られる開示項目の一部を省略した会計の基準に準拠して、株式会社ワールド及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書
類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査
法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関
する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監
査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにあ
る。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容
に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結
計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相
違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告すること
が求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、連結計算書類を会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、指定国際会計基準で求められる
開示項目の一部を省略した会計の基準により作成し、適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本
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連結会計監査報告

　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを
評価し、会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、指定国際会計基準で求められる開示項目の一部を省略した
会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がない
かどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。
虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与
えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判
断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案
し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を
入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連す
る注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継
続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継
続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起する
こと、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を
表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、指定国際会計基準で求め
られる開示項目の一部を省略した会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の
表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して
責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を
含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の
独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はそ
の内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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個別会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 田 邊 晴 康㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 北 野 和 行㊞

独立監査人の監査報告書
2022年５月18日

株式会社ワールド
取　締　役　会　御　中

PwCあらた有限責任監査法人
大阪事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ワールドの2021年４月１日から2022年３月31日ま
での第64期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属
明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類
等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査
法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す
る規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表
明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにあ
る。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に
対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算
書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違
以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが
求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

会計監査人の監査報告書　謄本
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個別会計監査報告

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示する
ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価
し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合に
は当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか
どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判
断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案
し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を
入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施
に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連す
る注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続
企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続
企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明す
ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかと
ともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適
正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を
含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
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　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を
含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の
独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はそ
の内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査等委員会は、2021年４月１日から2022年３月31日までの第64期事業年度における取締役の
職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議
の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人
等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明
するとともに、下記の方法で監査を実施しました。

①　監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部監査担当部門、コンプライ
アンス・リスクマネジメント担当部署と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等から
その職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧
し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社について
は、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業
の報告を受けました。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとと
もに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計
算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会
計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、
損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結
財政状態計算書、連結損益計算書、連結持分変動計算書及び連結注記表）について検討いたしまし
た。

監査等委員会の監査報告書　謄本
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監査等委員会の監査報告

２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと
認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認めら
れません。

③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統
制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は
認められません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人PwCあらた有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
⑶　連結計算書類の監査結果
　会計監査人PwCあらた有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

常勤監査等委員 高 月 禎 一 ㊞
監査等委員 鈴 木 修 司 ㊞
監査等委員 関 　 美 和 ㊞

2022年５月18日

株式会社ワールド　監査等委員会

（注）監査等委員鈴木修司及び関美和は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役でありま
す。

以　上
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地図

株主総会会場ご案内略図

場 所
　

ワールド本社ビル 26階 神戸市中央区港島中町六丁目８番１

交 通
　

三宮駅よりポートライナーを利用　市民広場駅下車　徒歩約３分

お願い
　

当社では駐車場・駐輪場のご用意はございませんので、公共交通機関を
ご利用くださいますようお願い申しあげます。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

中公園駅

ポートターミナル駅

貿易センター駅

みなとじま駅

南公園駅

神戸空港駅

中埠頭駅

北埠頭駅

至 明石 新神戸駅

神戸市営地下鉄

三
宮
駅

市
民
広
場
駅

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

阪急電鉄神戸線

至 大阪

阪神電鉄本線
JR東海道本線

JR山陽新幹線

ワールド
本社ビル

連絡路

ポートピア
ホール

神戸ポートピア
ホテル南館

市
民
広
場
駅

南公園駅

ワールド本社ビル 26階

神戸ポートピア
ホテル

国際会議場

　　　　　　　 ※ 新型コロナウイルスの影響につき、表紙をご覧いただきますよう、お願い申しあげます。


